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上海の天文憂を仰ぐ
　　　　天界2鳩
一一一一一・一一一一一一一・一N一・．‘一
　利先∠k碑珊賢號，西泰大西洋伊太利亜國人，自幼入會眞修，明萬暦壬午年航海，菅入中
華轍萬麿庚子年來都，獺獄葺陣左世五＋九年・在會四＋二年・撰文者臓騨ミ
慶麟．
嬬は，明の；購一1・t・lt，ユlr蘇暦1582年の頃，伊太利J，：ll，・Aマテオ・リチが鞭府t：・基暫
雑傳へんt・めに訪at・．彼は・数學，天心・地理馴樋じ近代支那に西洋酒學嫌
人しt：代表者である．縛じて江蘇省の南京に留まり・禮部爾書≡E錘ξ誇，給蕩中覗世腺ミも
交な締しす二．萬暦二十八ill，マナォ・リチは北京i：上り，上表潜奏して1匝中宮に謁し，墓轡
像な獣じ才二．偶々，報時自鳴鐘（めざまし時計）か修し！して，皇帝の信望te得，途に順治F『
内に塞督教會党か建つる便宜か賜ほつすご・マテオ・リチ1ち支那名か孝り瓢縦ご呼び，教化
た三頭って纂偏固．K’i：アgつす二ものも砂くにない．
　その最も著り」：なるものに・ILIミ光啓である・彼は，「明史」に偲ぜられる名士で・累進して
禮部f膳，東閣大潮士に菟つt・・r・k・9，の撒に・パゥ・の當で｝＝であろ・彼lt，宜教の諸
師父ミ協力して，西洋暦か恥し，その郷里なる上海の西郊1こに，教団堂た建つろt共に，
天助短見設け・天氣時氣象の槻測に論うすご・その後・清朝のlll葉i：および・徐光啓の建立
の紬堂は一時rPtti・tlが・南京ek約により・」・海が」eq｝JiLk　t：tるや・基督掘徽の自侭
徹の遺瓢再び興すに至つすご・今日・この天燐は・畑・世界六＋an箇所の天文盗，
氣継樋偏して・勅亜樋の氣象樋Dてるろ・わが畔の・映氣象盛の襯に，最
も有力なろ寄奥ななしてるろ。揚子江流域の氣象の鉱化（t，絶えず我が日本のそれに重翼
tgる灘斌7・らすが・未縷化の來らざるi：」tんじて・鰍細本1こ傳へるものは・徐
氏の遺．業である．
　北挙の西北に柵欄兜墓地あり，マテオ・リチ利馬賓先titが眠ってみる・その碑文は，初
めに記ず如くである・無相云蹄4蜷五」によるご「・脇門即｛葺資卒・詔以瓶樹tあ
る．〔五餅二魚（随筆集）より〕
　　　　　　　　　　田中博士と竹田二士の計
　本會員元京人、，it，、師川ll：　．i：愛樽士は二月1日急性肺炎にて御逝去ぜられすご，重れ
て二月16日本會の前∫暢班乏，京人助狡1受竹B噺一郎學士ヵ；急逝dられ†：．謹みて
哀悼の意矩表します．改めて次號に爾士の担国文た娼げます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　亜　天　女協　會
